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鯉淵学園　教育研究報告（略称：鯉淵研報）第３2号

　「令和」の幕開けとともに本校教職員の教育・研究水準の更なる向上を目指し，休刊中であった「教育研

究報告」を再発行する気運が高まった。その再発行を最重要課題として編集委員会が組織され，委員長の大

役を仰せつかることとなった。委員長の任に就いた 3年間を振り返ると，常に新型コロナウイルス感染症対

策の問題が付きまとい，教育・研究活動が思うように進められない中での編集作業であったように思う。そ

の様な状況にあっても本校教職員の教育・研究に対する熱意と編集委員会及び関係各位のご協力により 3年

の任期を無事全うでき，第 32号を発行できたことに心から感謝申し上げる。

　「教育研究報告 第 32号」には，総説：1報，報文：3報，事例報告：1報，解説：1報，随想：1報の計 7

報の論文が掲載できた。7報の掲載は，再発行後（第 30号：4報，第 31号：5報）で最多となり，誌面の

充実を実感できた。そして，第 30～ 32号の発行により，「教育研究報告」が目指すべき基本形を整えるこ

とができた。今後は更なる掲載論文の質・量の充実を目指し，次号の発行に向けた新たな取り組みを期待す

る。そのためにはこれまで以上の本校における教育・研究活動の発展が重要であり，引き続き教職員各位の

積極的な取り組みとご協力をお願いしたい。

（編集委員会委員長　野口 貴彦）
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